
2013.6.13 No.102

◎もくじ（2013年6月号）
　2　  御立岬ビーチサッカー
　4　  財政事情公表
　6　  自然災害に備えて
　7       避難施設・避難場所  
　8　  まちのわだい
   10　 全日本トライアル選手権

11　ふれあいツク～ルバス利用状況
　　/グラウンドゴルフ大会
12　町立保育所民営化のお知らせ
13　町からのお知らせ
14　芦北に残る文化遺産
　　/景さんのチョアチョア記　
15　保健センターだより

16    お知らせ
17    おすすめ図書紹介
18    芦北警察署 /芦北消防署
19    書道・短歌 /出生・おくやみ
20    プレミアム付き商品券
　　/星野富弘美術館だより
　　/薩摩街道湯の香ぎゃらりー

　
　
　
　
　
　
　
　（
５
月
28
日
大
尼
田
区
）



 

広報あしきた　23　広報あしきた

　
御
立
岬
海
水
浴
場
で
５
月
25

日
、
26
日
の
２
日
間
、「
御
立
岬

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
14
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、

一
般
（
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
）、
女
子
、
小
学
生
、
中
学

生
の
各
ク
ラ
ス
に
県
内
外
か
ら
84

チ
ー
ム
約
９
０
０
人
が
参
加
。
夏

を
感
じ
さ
せ
る
日
差
し
の
中
、
白

熱
し
た
戦
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
九
州
大
会
の
熊
本
県
予
選
も
兼

ね
て
行
わ
れ
る
一
般
の
部
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
に
は
県
内
の
６

チ
ー
ム
が
参
加
。
町
内
か
ら
も「
マ

シ
ュ
ケ
ナ
ー
ダ
芦
北
」
が
参
戦
し
、

開
催
地
の
地
元
チ
ー
ム
と
し
て
期

待
を
集
め
ま
し
た
。

　
マ
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ダ
は
予
選
リ
ー

グ
を
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
に
競
り

勝
ち
、見
事
１
位
通
過
。
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

翌
日
の
準
決
勝
は
５
-３
で
Ｋ
Ｅ
Ｌ

Ｋ
Ｅ
Ｌ
を
破
り
、
決
勝
進
出
を
決

め
ま
し
た
。
迎
え
た
決
勝
の
相
手
は
、
元

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
を
擁
す
る

強
豪
エ
ス
ペ
ラ
ン

サ
熊
本
。
誰
も
が

接
戦
を
予
想
す
る

中
、
試
合
開
始
直

後
に
得
た
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
キ
ッ
ク
の

チ
ャ
ン
ス
を
落
ち
着
い
て
決
め
、
先
制
し

ま
し
た
。
こ
れ
で
波
に
乗
っ
た
マ
シ
ュ
ケ

ナ
ー
ダ
が
次
々
に
得
点
を
重
ね
、
終
わ
っ

て
み
れ
ば
７
-０
の
圧
勝
。
地
元
チ
ー
ム

と
し
て
初
め
て
優
勝
を
果
た
し
大
会
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

　
マ
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ダ
は
８
月
に
熊
本
県
代

表
と
し
て
福
岡
市
の
百
道
浜
で
行
わ
れ
る

九
州
大
会
に
出
場
し
、
全
国
大
会
へ
の
切

符
を
懸
け
て
戦
い
ま
す
。

　
一
般
の
部
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ス
に

は
、
48
チ
ー
ム
が
参
加
。
予
選
リ
ー
グ
で

は
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
経
験
の
少
な
い
チ
ー

ム
も
あ
り
、
砂
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も

懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し

た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
な
る
と
常
連

チ
ー
ム
や
経
験
者
が
顔
を
そ
ろ
え
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
に
劣
ら
な
い
レ
ベ
ル
の

高
い
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た

の
は
水
俣
市
の
Ｊ
Ｎ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
部
で
、

芦
北
・
水
俣
地
区
の
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
の

競
技
力
向
上
を
感
じ
さ
せ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
小
学
生
の
部
に
は
町
内
５
チ
ー
ム
を
含

む
８
チ
ー
ム
が
出
場
。
地
元
の
田
浦
Ｆ
Ｃ

が
、
勝
浦
Ｆ
Ｃ
（
福
岡
県
）
と
の
決
勝
で

迎
え
た
後
半
終
了
間
際
、
１‒

１
の
同
点

の
場
面
で
放
っ
た
シ
ュ
ー
ト
は
惜
し
く
も

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
弾
か
れ
、
同
点
の
ま
ま

試
合
終
了
。
Ｐ
Ｋ
戦
の
結
果
、
勝
浦
Ｆ
Ｃ

に
敗
れ
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
部
は
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
町

内
か
ら
は
佐
敷
中
が
出
場
。
準
々
決
勝
で

Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

　
女
子
の
部
で
は
、
８
チ
ー
ム
が
参
加
。

男
子
顔
負
け
の
プ
レ
ー
を
す
る
チ
ー
ム
か

ら
、
参
加
す
る
こ
と
を
楽
し
む
チ
ー
ム
ま

で
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
　

上位入賞チーム（町内関係）

◆チャンピオンクラス　
　　優勝　マシュケナーダ芦北
　   （MVP：草野圭二ゴールキーパー）

◆小学生の部　
　　２位　田浦ＦＣ 
　　３位　芦北Ｓ C

◀
選
手
宣
誓
を
す
る

　
田
浦
Ｆ
Ｃ
本
村
・
太
田
選
手

◀
全
員
で
記
念
撮
影

▶
試
合
開
始
前
に
み
ん
な
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

地球環境スポーツ

1優勝したマシュケナーダ芦北の皆さん
2オーバーヘッドシュートを放つ選手
3女子チームもはつらつプレー
4休憩時間に行われた芦北保育園児による
太鼓のアトラクション
5大健闘の田浦 FC（赤いユニフォーム）
6チャンピオンクラス決勝での激しい競り
合い
7優勝を決め喜ぶマシュケナーダベンチ 2

1

3

4

5

6 7
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財
政
事
情
公
表

　交際費は、町政の円滑な執行を図るため、外部と
の交際を行う目的で支出する経費です。支出につい
ては、社会通念上、妥当な範囲で必要最小限にとど
めるよう配慮しています。
　交際費には、企業などが行う取引先への接待費（飲
食費）などは含まれていません。公益に資する（芦
北町の発展に役立つ）ように、公的な活動を円滑に

遂行するべく町民の皆さんのために活用されていま
す。
※芦北町の特産品を全国にＰＲしたり、全国各地か
らのお客さまに芦北町を宣伝してもらったりするた
めに支出しています。また、芦北町を代表（町長お
よび町長代理）して出席する会議などの会費の支出
などにも使われています。

項　目 支出額（円）件　数 内　　　容
特産品 1,204,546 315 町外からの訪問者に対する町 PR品の配布や出張時における訪問先への土産品
香　典 400,000 48 町の発展・振興に功績があった人に対する香料や生花代
御　樽 163,650 23 町の事務事業と密接に関わる公共的な団体に対する御樽
会　費 158,500 24 円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加に係る経費
見　舞 103,000 11 町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
御　祝 216,525 13 記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
その他 130,488 11 上記の区分に掲げるもの以外で特に必要と認められるハガキなどの経費
合　計 2,376,709 445

平成 24年度町長交際費支出一覧

町長交際費の公表平成24年度

　
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の

よ
う
な
形
で
、
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使

用
さ
れ
て
い
る
か
、
町
の
運
営
状
況
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
町
で
は
、

毎
年
６
月
と
12
月
に
「
財
政
事
情
」
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
３
月
31
日
ま
で
の
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
執
行
状
況

　
一
般
会
計
と
は
、
町
の
運
営
に
必
要

と
な
る
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
会

計
の
こ
と
で
す
。
平
成
24
年
度
の
当
初

予
算
は
97
億
７
千
３
０
０
万
円
で
す
。

下
半
期
に
６
回
、
６
億
８
千
１
９
８
万

円
の
補
正
を
行
い
、
通
年
の
補
正
予
算

総
額
は
17
億
１
千
５
４
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
最
終
的
な
予
算
総
額
は

１
１
４
億
８
千
８
４
６
万
円（
繰
越
含

む
予
算
額
１
１
７
億
４
千
１
４
７
万

円
）と
な
り
ま
し
た
。

　
現
年
度
分
と
前
年
度
か
ら
の
繰
越
額

を
合
わ
せ
た
予
算
現
額
と
執
行
状
況
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

特別会計執行状況

会　　計 予　　算 収 入 済 額 支 出 済 額
国民健康保険事業（事業勘定） 35 億 4,389 万円 27 億 1,733 万円 31 億 3,250 万円
国民健康保険事業（直診勘定） 6,500 万円 3,190 万円 5,249 万円
介護保険事業 20 億 4,464 万円 17 億 9,130 万円 18 億 39 万円
簡易水道事業 １億 1,047 万円 1億 1,196 万円 9,898 万円
農業集落排水事業 2億 2,441 万円 6,034 万円 2億 232 万円
生活排水処理事業 5,630 万円 3,395 万円 4,980 万円
町有温泉事業 1億 924 万円 5,807 万円 1億 112 万円
奨学資金貸付事業 3,010 万円 3,143 万円 1,967 万円
後期高齢者医療事業 2億 5,900 万円 2億 5,163 万円 2億 2,642 万円

合　計 64 億 4,305 万円 50 億 8,791 万円 56 億 8,369 万円

基金の状況

区　分 H24 H23
建物 15.0ha 15.0ha
土地および山林 1026.5ha 1026.7ha
証券その他の権利 4億 2,286 万円 3億 2,286 万円

　　町債、一時借入金の状況

　町債とは、町の借金のことです。道路、学校、住宅の
建設など、世代間の負担を均等化する役割もあります。
平成24年度の町債元利償還金は14億1,483万円ですが、
うち 11 億 717 万円が地方交付税に算入されています。

（１）町債

（２）一時借入金

　一時借入金は、資金繰りのための短期の借入金です。
平成 24 年度の借入金はありません。

　　公営企業会計の執行状況　
　水道会計の平成 24 年度の当初予算は、6億 5,866 万円で前年度比 113.0％増となっています。
　平成 24 年度の事業量　給水戸数：3,548 戸　年間総給水量：1,047,406㎥　一日平均給水量：2,870㎥

科　目
収　　　入 支　　　出

予算額 収入済額 執行率 予算額 支出済額 執行率
収益的収支予算 1億 5,904 万円 1億 6,895 万円 106.2％ 1 億 4,933 万円 1億 3,981 万円 93.6％
資本的収支予算 4億 6,000 万円 2億 6,000 万円 56.5％ 6 億 4,611 万円 3億 7,634 万円 58.2％

３　

４　

６　 区　分 H24 H23
臨時財政対策債 40 億 977 万円 37 億 9,159 万円
土木債 16 億 7,983 万円 18 億 4,207 万円
農林水産業債 14 億 919 万円 14 億 94 万円
農業集落排水事業債 12 億 7,537 万円 13 億 6,081 万円
教育債 10 億 1,089 万円 10 億 7,393 万円
公営住宅債 5億 9,684 万円 6億 4,984 万円
消防債 4億 3,921 万円 5億 373 万円
減税補てん債 3億 4,075 万円 4億 4,764 万円
災害復旧債 2億 2,508 万円 2億 2,156 万円
総務債 4億 1,325 万円 3億 3,598 万円
その他 6億 2,354 万円 6億 3,054 万円

合　計 120 億 2,372 万円 122 億 5,863 万円

基　金　名 H24 H23
財政調整基金 14 億 5,642 万円 14 億 5,618 万円
町有施設整備基金 ７億 1,208 万円 7億 1,192 万円
まちづくり振興基金 6億 9,948 万円 6億 30 万円
国保財政調整基金 5億 618 万円 5億 595 万円
社会福祉振興基金 4億 3,646 万円 4億 3,634 万円
土地開発基金 2億 4,006 万円 2億 4,006 万円
九州新幹線渇水対策等
被害対策基金 1億 5,892 万円 1億 6,533 万円

その他 3億 8,559 万円 3億 8,000 万円
合　計 45 億 9,519 万円 44 億 9,608 万円

町有財産の状況
歳入

予算現在額　117 億 4,147 万円
収入済額　　97億 5,528 万円
収納率　　　83.1％

歳出
予算現在額　117 億 4,147 万円
支出済額         82 億 7,025 万円
執行率　　　70.4％    

予算現在額

収入済額 (  ) 内は収納率

15億2,080万円町税

地　方
譲与税

地方消費税
交付金等

地方交付税
交　付　金

分担金およ
び負担金

使用料およ
び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入・財
産収入など

町債

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費
予算現在額

支出済額 (  ) 内は執行率

15億1,599万円（99.7％）

1億3,260万円
1億2,539万円（94.6％）
2億920万円
1億9,712万円（94.2％）

45億2,953万円
48億7,934万円（107.7％）

1億4,007万円
1億2,353万円（88.2％）

2億9,423万円
2億7,161万円（92.3％）

12億2,787万円
7億398万円（57.3％）
13億8,325万円

6億234万円（43.5％）

3億3,318万円            
255万円（0.8％）

6億7,256万円
6億7,256万円（100.0％）

1億4,488万円
9,517万円（65.7％）

11億5,330万円
5億6,570万円（49.1％）

1億2,629万円
1億2,316万円（97.5％）

16億6,666万円
12億4,359万円（74.6％）

29億2,074万円
22億7,538万円（77.9％）

11億9,647万円
8億7,806万円（73.4％）

12億9,598万円
6億3,121万円（48.7％）

4億4,588万円
3億7,614万円（84.4％）

11億280万円
5億8,727万円（53.3％）

3億8,714万円
3億5,979万円（92.9％）

8億3,033万円
6億7,473万円（81.3％）

4億9,240万円
1億5,744万円（32.0％）

12億7,671万円
9億6,348万円（75.5％）

7万円
0円

１

２

　基金は、家計の預金に相当します。一時的な財源不足の
調整や災害など緊急時の財政需要に対応する「財政調整
基金」、将来行う事業に充てるために積み立てる「町有施
設整備基金」、「まちづくり振興基金」などがあります。

５　

※収益的収支予算：水を供給するための予算、資本的収支予算：水道施設を造るための予算

財政事情公表 財政事情公表

平
成
24
年
度
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●避難施設一覧

６月は土砂災害防止月間です

地区名 避難施設

海路、内木場
高田辺

吉尾小体育館
海路小学校

大岩 1・2
岩屋川内、黒岩
永谷、上原

吉尾小体育館
大岩地区生涯学習センター

平生、湯北
湯南、湯南団地
湯東、宮崎

きずなの里、芦北福祉センター
多目的研修センター
湯浦小体育館、湯浦中体育館

女島西
沖、福浦

湯浦小体育館、湯浦中体育館
女島地区生涯学習センター体育館
女島活力推進センター

豊岡、高岡北
大川内西・東・南 内野小体育館

丸山、米田 丸米地区生涯学習センター体育館

高岡南
古石北・南 古石みどりの里

地区名 津波発生時の避難場所

 田浦町１～４
背後地裏山などの高台、御立岬管理棟
田浦基幹支所、黒崎霊苑

 小田浦１～５ 背後地裏山などの高台、町道宮浦線

 海浦１・２
背後地裏山などの高台、町道佐敷太郎線
県立あしきた青少年の家

 波多島
 井牟田 1・２

背後地裏山などの高台
県道二見田浦線

 鶴木山
 計石西・東

背後地裏山などの高台、大龍神社
芦北海浜総合公園、広域農道
県立あしきた青少年の家

 白岩
 道川内西・東

背後地裏山などの高台、
町道道川内田浦線

 乙千屋 背後地裏山などの高台、芦北高校屋上

 芦北、花岡西
背後地裏山などの高台
芦北町民総合センター、芦北町役場

 向町、本町
 上町、新町
 花岡東

背後地裏山などの高台、佐敷城跡

 花岡北、諏訪 背後地裏山などの高台

 平生、湯北、
 湯南

背後地裏山などの高台
湯浦小学校、湯浦中学校

 湯東、宮崎 背後地裏山などの高台

 女島西
 沖、福浦

背後地裏山などの高台、沖農村公園
県道水俣田浦線、広域農道

津 波 発 生 時 の 避 難 場 所 一 覧

地区名 避難施設

田浦１～４
田浦小体育館
田浦中体育館および武道館

田浦町 1～ 4 町立田浦保育所、町地区公民館
地域活性化センター

小田浦 1～ 4 宮浦地区ふれあいセンター
小田浦地区生涯学習センター・体育館

小田浦 5～ 7 小田浦福祉センター
小田浦地区生涯学習センター・体育館

海浦 1・2

芦北幼稚園体育館・校舎２階
海浦地区公民館
※高潮時：芦北幼稚園校舎２階
　　　　    県立あしきた青少年の家

波多島
上田浦地区社会教育センター
波多島農事研修館

井牟田 1
下井牟田地区ふれあいセンター
上田浦地区社会教育センター

井牟田 2
上井牟田ふれあいセンター
上田浦地区社会教育センター

横居木
横居木公民館
地域活性化センター

鶴木山
計石西・東

旧計石小学校　
※高潮時：旧計石小校舎 2階
　　　　　県立あしきた青少年の家

白岩
道川内西・東
乙千屋、花岡北

佐敷小体育館

芦北、花岡西
向町、本町、上町

社会教育センター
町民総合センター
地域資源活用総合交流促進施設

新町、花岡東
田川、諏訪、宮浦
八幡、桑原

佐敷中体育館

伏木氏 伏木氏分校、佐敷小体育館

松生、大尼田
立川 大尼田地区生涯学習センター体育館

西告
告地区生涯学習センター、漆川内公民館
町立公民館大野分館（大野出張所）

東告
告地区生涯学習センター
町立公民館大野分館（大野出張所）

天月、白石 町立公民館大野分館（大野出張所）

白木、塩浸 白木地区生涯学習センター体育館

国見、大野

市野瀬
大野地区構造改善センター
大野小体育館

箙瀬
町立公民館大野分館（大野出張所）
吉尾小体育館

市居原、吉尾 吉尾小体育館
東部保健福祉センター

※事前に避難ルートを確認しましょう。

　

自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
豪
雨
、
地
震
や
津
波
・
高
潮
な
ど
の
自
然
災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　
土
砂
災
害
な
ど
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。
危
険
な
箇
所

を
点
検
し
、
防
災
情
報
を
収
集
す
る
な
ど
「
日
頃
の
備
え
」
を
万
全
に
し
、
い
ざ

と
な
っ
た
ら
「
早
め
の
避
難
」
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。

　
斜面崩壊（がけ崩れ）
●斜面からの水が濁る。
●地下水や湧き水が止まる。
●斜面のひび割れ、変形がある。
●小石が落ちてくる。

土石流
●山鳴りがする。
●川が濁ったり、流木が流れる。
●雨が降り続いたのに、川の水位が
　下がる。

地すべり
●地面にひび割れやズレができる。
●井戸や沢の水が濁る。
●斜面から水が噴き出す。

こんな前ぶれに要注意

津波・高潮災害を防ぐために



ひょっとこ踊りを披露する笑福会の皆さん

　薩摩街道佐敷宿交流館桝屋が開館 5周年を迎え、
5月 19 日に感謝祭が行われました。同交流館の指
定管理者「佐敷町並み保存会」の城戸喜久生会長が
「行政や地域の皆さんの支えのおかげで 5年間運営
してくることができました」とあいさつ。「葦分」
や「夢あしきた」をはじめとする芦北・水俣地域の
地域ブランド焼酎 10種類の試飲会やひょっとこ踊
りなどで、会場は夜が更けるまで盛り上がりました。

桝屋が５周年を迎え感謝祭

　佐敷諏訪神社に５月５日、タイ捨流剣術第 14代
宗家師範の西島淳一さん（熊本市）が、所有してい
た神馬鞍を奉納しました。江戸時代末期に作られた
とみられる神馬鞍は木製で、貝殻のかけらを貼り付
けた螺鈿（らでん）で装飾されています。６月２日に
行われた奉納・展示式では、吉田善三さん（上町区）
所有の、江戸時代末期に作られた相良藩の甲冑もあ
わせて奉納・展示されたほか、タイ捨流剣術や葦北
鉄砲隊などによる奉納演武も行われました。 奉納された神馬鞍と佐敷諏訪神社の関係者

前列左側が奉納した西島淳一さん

　岩屋川内の宇ノ木チヨさんが 5月 10 日に 100
歳の誕生日を迎えられました。
　宇ノ木さんは、自宅で家族と生活されており、毎
日欠かさず日記を書き、子どもやお客さんが来るの
を楽しみにしています。これまで食べ物の好き嫌い
もなく、規則正しい生活をされ、病気にかかること
も少なかったそうです。
　芦北町には 6月 3 日現在 100 歳以上の人が 15
人いらっしゃいます。100 歳の誕生日を迎えた宇ノ木チヨさん（前列中央）

と親族の皆さん

祝１００歳　宇ノ木チヨさん

佐敷諏訪神社に神
しんめくら

馬鞍を奉納

まちのわだいまちのわだい

　来年3月で閉校となる大野中学校で５月19日、体
育大会が行われました。今回で最後ということもあ
り、保護者や地域住民も交え地域をあげての大会と
なりました。トラック競技数種目を終え、降り出した
雨が強まったため、残りの種目は体育館内で行われ
ました。地域住民や来賓も参加して、技巧走やダンス
などがあり、生徒が保護者をおんぶしてフラフラと
よろける姿が会場の笑いを誘っていました。
　大野中では来年2月に閉校式が行われます。芦北ハイヤを地域住民も一緒に踊りました
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大野中学校で最後の体育大会

V 字型に残ったウミガメの通った跡と産みつけられた卵

　御立岬海水浴場で５月 31日、ウミガメが卵を産
みつけているのが発見されました。卵を安全な場所
に移すため、砂浜を 50cm ほど掘るとピンポン球
くらいの卵が約 150 個見つかりました。ふ化には、
約２カ月かかるため、移動させた卵の周囲に柵をし
て保護しています。町内でウミガメの産卵が確認さ
れたのは７年ぶりで、同海水浴場では初めてのこと
です。

御立岬でウミガメが産卵

　御立岬海水浴場で６月３日、町海水浴場の海開き
がありました。式には約40人が出席し海水浴シーズ
ン中の安全とにぎわいを祈願しました。神事のあと、
田浦小の６年生45人が初泳ぎを楽しみました。町内
の４海水浴場（御立岬、鶴ヶ浜、マリンパーク、萩の
越）には昨シーズン10万人を超える観光客が訪れて
います。御立岬海水浴場では、多くの人に安全に、楽
しく利用してもらうため、今シーズンから敷地内で
のバーベキューが禁止となります。 元気に海に駆け込む田浦小児童

　芦北産特製自酒「葦
あしきた

分」と「夢あしきた」の初荷
式が５月 17日、酒づくりの神として知られる大山
津見神（おおやまつみのかみ）が鎮座する大関山山
頂の大関山神社で行われました。式では製造元の繊
月酒造㈱の堤正博社長から本年度第１号瓶が竹﨑町
長に手渡されました。６代目杜氏（とうじ）の馬場
裕次さんは、「気温の低い時期に仕込みができたの
で、今年も美味しい焼酎になりました」と話してい
ました。初荷を見送る関係者と祝砲を放つ葦北鉄砲隊　

今年も美味しい焼酎が出来ました

御立岬海水浴場で海開き

　カンボジアに学校を贈る運動に取り組んでいる大
野小の３～５年生27人が、5月24 日、サラダタマネ
ギの収穫を行いました。タマネギを作り始めて４年
目となった今年は、例年の２倍以上、３．５トンの大
豊作となりました。予想以上の収穫に、子どもたちは
額に汗を浮かべながら収穫や袋詰めをしていまし
た。収穫したタマネギは、５月28 日に役場などで直
接販売したほか、ＪＡにも出荷されました。販売益金
はカンボジア学校建設募金に寄附されます。 サラダタマネギを収穫した大野小児童

大豊作のサラタマで国際貢献



11　広報あしきた 広報あしきた　10

　
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権
シ

リ
ー
ズ
第
３
戦
が
５
月
12
日
、
小
田

浦
の
和
田
山
タ
ナ
カ
森
林
農
場
で
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ト
ラ
イ
ア
ル
」
は
、
オ
ー
ト
バ

イ
の
乗
車
技
術
の
正
確
性
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
コ
ー
ス
は
山
林
の
崖

や
岩
場
な
ど
の
地
形
を
そ
の
ま
ま
利

用
し
、
コ
ー
ス
の
途
中
に
設
け
ら
れ

た
採
点
区
間
（
セ
ク
シ
ョ
ン
）
で
い

か
に
減
点
さ
れ
る
こ
と
な
く
走
り
抜

け
ら
れ
る
か
を
競
い
ま
す
。
足
を
つ

い
た
り
、
制
限
時
間
を
超
え
る
と
減

点
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
全
日
本
選
手
権
に
は
、
国

際
Ａ
級
ス
ー
パ
ー
、
国
際
Ａ
級
、
国

際
Ｂ
級
の
３
ク
ラ
ス
の
ラ
イ
セ
ン
ス

を
持
つ
約
60
人
の
選
手
が
出
場
し
ま

し
た
。
選
手
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
エ

ン
ジ
ン
音
を
う
な
ら
せ
な
が
ら
、
ほ

ぼ
垂
直
に
切
り
立
っ
た
崖
や
岩
場
な

ど
を
登
っ
た
り
飛
び
越
し
た
り
し

て
、
詰
め
か
け
た
１
２
０
０
人
の
観

客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
国
際
Ａ
級
ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ス
で

は
、
大
会
10
連
勝
の
か
か
っ
た
黒
山

健
一
選
手
と
小
川
友
幸
選
手
が
息
の

抜
け
な
い
接
戦
を
演
じ
、
最
後
ま
で

大
き
な
ミ
ス
の
な
か
っ
た
小
川
選
手

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　九州平成２４年度 利用状況

● 

開
催
日
　
５
月
23
日
㈭

● 

場
所
　
岩
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド

◎
男
子

◆
優
勝
　
佐
敷
西
　

　
２
位
　
湯
島
　 

　
３
位
　
大
東
　

　
４
位
　
田
浦
南
部

　
５
位
　
田
浦
北
部

　
６
位
　
佐
敷
東

　
７
位
　
泉
南

◎
女
子

◆
優
勝
　
佐
敷
西

　
２
位
　
泉
南

　
３
位
　
田
浦
北
部
　

　
４
位
　
大
東

　
５
位
　
田
浦
南
部

　
６
位
　
佐
敷
東

　
７
位
　
湯
島
　

平
成
25
年
度

町
民
体
育
祭  

大
会
結
果

Ａ
コ
ー
ト

　
１
位
　
山
本
惟
昭
（
大
岩
１
）

　
２
位
　
川
添
正
和
（
白
木
）

　
３
位
　
才
新
重
秋
（
天
月
）

Ｂ
コ
ー
ト

　
１
位
　
浪
崎
ヨ
シ
子
（
波
多
島
）　

　
２
位
　
木
坂
健
一
（
白
木
）

　
３
位
　
浪
﨑
安
積
（
波
多
島
）

Ｃ
コ
ー
ト

　
１
位
　
田
中
太
一
（
田
浦
町
４
）

　
２
位
　
荒
川
之
盛
（
宮
崎
）

　
３
位
　
竹
田
茂
幸
（
田
浦
３
）

Ｄ
コ
ー
ト

　
１
位
　
串
山
奉
文
（
田
浦
１
）

　
２
位
　
渡
邉
末
一
（
海
浦
２
）

　
３
位
　
浅
野
陸
雄
（
箙
瀬
）

Ｅ
コ
ー
ト

　
１
位
　
宮
崎
章
（
田
浦
１
）

　
２
位
　
白
坂
美
智
子
（
花
岡
西
）

　
３
位
　
本
村
昌
博
（
市
居
原
）

◇
総
合
優
勝
：
山
本
惟
昭
（
各
コ
ー
ト

１
位
５
人
に
よ
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
勝

負
で
決
定
）

芦
北
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

●
開
催
日
　
５
月
12
日
㈰

●
場
所
　
岩
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
　

◆
成
績
（
敬
称
略
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
】

小学生を含む約 270 人が参
加した芦北町グラウンド・ゴ
ルフ大会

７地域体育協会に編成されて
　　　　　　初めての開催となりました

200

400

600

800

1000

３月１月１０月７月４月

年
間
利
用
者
数

区　　分
白石・大岩線 古石線 百木・長崎線 大野線

合計
白石駅前～役場 古石～

　社教センター
長崎～
　社教センター 葛俣～役場

乗車人数（人） 8,231 8,310 5,359 9,152 31,052

１日平均（人） 28.1 28.4 18.3 31.2 106.0

利用状況グラフ（人）

◆利用金額は無料ですのでどうぞご利用ください
◆運行日：月～土曜日（日曜日、祝日、年末年始（12/29 ～１/3）は運休）
◆登校する児童と一緒に乗車する登校混乗便を利用する人は「芦北町バス一般乗車許可証」が必要です
＊問い合わせ先　企画財政課　政策推進室　☎（８２）２５１１（内線２５３・２５４）

　　　大野線
　　　古石線
　　　白石・大岩線
　　　百木・長崎線

1急斜面を登る小川友幸選手2多くの観客が
見守る中、2人の選手だけがクリアした超難
関コース3表彰台にあがる入賞者4表彰式で
あいさつする本大会名誉会長の竹﨑町長

12

34
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芦
北
町
で
は
、
保
育
の
質
の
向
上
と
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
子
育
て
支
援
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

町
立
保
育
所
（
田
浦
・
湯
浦
・
大
野
）
の
民
営
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
子
育
て
環
境
の
変
化

　
近
年
、
家
族
構
成
や
働
き
方
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
家
庭
を

取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
子
育
て
支
援
を
必
要
と
す
る
家

庭
が
増
加
し
、
延
長
保
育
や
一
時
保

育
、
休
日
保
育
、
病
児
・
病
後
児
保

育
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
公
立

保
育
所
に
対
す
る
助
成
制
度
の
廃
止

や
町
の
行
政
改
革
に
伴
う
保
育
所
運

営
方
針
の
見
直
し
を
受
け
、
平
成
22

年
度
に
町
職
員
に
よ
る
民
営
化
研
究

協
議
会
、
23
年
度
に
外
部
有
識
者
を

含
め
た
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
民

営
化
に
つ
い
て
、
協
議
・
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
民
営
化
方
針
素
案
を
作

成
し
、
関
係
す
る
保
護
者
や
地
域
の

区
長
な
ど
へ
の
説
明
お
よ
び
民
営
化

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
平
成
24
年
度
に
民
営
化
の
目
的

や
効
果
、
方
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
の
民
営
化
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　
民
営
化
の
背
景
と
経
緯

　
平
成
27
年
４
月
１
日
を
目
処
に
田

浦
・
湯
浦
・
大
野
保
育
所
の
民
営
化

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、選
定
委
員
会
を
設
置
し
、

保
育
所
を
運
営
す
る
移
管
先
の
法
人

を
公
募
し
選
定
し
ま
す
。

　
移
管
に
あ
た
っ
て
は
、
児
童
の
保

育
環
境
へ
の
影
響
や
保
護
者
の
民
営

化
に
対
す
る
不
安
感
を
解
消
す
る
た

め
、
共
同
保
育
の
期
間
を
設
け
る
な

ど
、最
大
限
の
配
慮
を
行
い
な
が
ら
、

民
営
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

町立保育所民営化のお知らせ

民
営
化
の
方
法

2008

No.00002
-

-

No.00002

第26回 ビーチバレー inくまもと
◆ 予選大会
　７月６日（土）　鶴ケ浜海水浴場、マリンパークビーチ
　開始式　　午前９時
　試合開始　午前９時 30 分
◆ 決勝大会
　７月７日（日）　鶴ケ浜海水浴場
　開会式　　午前８時 45 分
　試合開始　午前９時 30 分

７月６日（土）、７日（日）

この植物を植えたり、拡げたりすることは法律で禁止されています！
　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
５
月
〜
７
月
ご
ろ
に

か
け
て
黄
色
の
花
が
咲
く
植
物
で
、
本
町
で
も
道

端
な
ど
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
し
か
し
、
生
態
系

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
植
物
と

し
て
「
特
定
外
来
生
物
」（
注
）
に
指
定
さ
れ
、

栽
培
、
運
搬
、
販
売
、
野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
項
目
に
違
反
し
た
場
合
、
最
高
で
個

人
の
場
合
、
懲
役
３
年
以
下
も
し
く
は
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
、
法
人
の
場
合
は
１
億
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
処
理
す
る
時
の
注
意
】

　
根
か
ら
引
き
抜
き
、
２
〜
３
日
天
日
で
乾
燥
さ

せ
枯
死
さ
せ
た
後
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
地
区
な
ど
で
大
量
に
処
分

し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
住
民
生
活
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（注）「特定外来生物」とは、外来生物法（正
式には「特定外来生物による生態系等に係
る被害の防止に関する法律」）により、生
態系などに被害を及ぼすものとして指定さ
れた生物です。

▶
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
生
活
課
　
環
境
対
策
係

　
☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
４
７
）

障がい者用駐車場の利用には利用証（ハートフルパス）が必要です
　役場本庁舎には、芦北消防署側に
障がい者用駐車場が設置されていま
す。この障がい者用駐車場は車から
乗り降りがしやすいように、一般駐
車場より広いスペースがあります。
また、スロープや点字ブロックが設
置してあり、歩行が困難な人にも移
動しやすいように配慮してありま
す。
　この障がい者用駐車場の利用には
「利用証（ハートフルパス）」が必要
です。利用証の交付を受けるには一
定の条件がありますので福祉課まで
お問い合わせください。
＊問い合わせ先　
　福祉課　障害者福祉係
　☎（８２）２５１１（内線１５３）

ハートフルパス制度とは
　公共施設や店舗など様々な施設に設置
されている障がい者用駐車場を適正にご
利用いただくため、障がいのある人や高
齢の人、妊産婦など歩行が困難と認めら
れる人に対して、県内共通の利用証「ハー
トフルパス」を交付する事で、本当に必
要な人のための駐車スペースの確保を図
る制度です。

平成25年度

平成26年度

平成27年4月1日

移管先選定委員会設置

移管先法人の決定

共同保育期間

保育所民営化

町からのお知らせ

▶
利
用
証
「
ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
」

▶
役
場
本
庁
舎
の

　
　
　
　
障
が
い
者
用
駐
車
場

こ
の
標
示
が
あ
る
駐
車
場
で
は

利
用
証
が
必
要
で
す

。

◀
元
気
い
っ
ぱ
い
の
湯
浦
保
育
所
園
児



食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

　「
食
育
」
と
い
う
言
葉
は
明
治
時
代
か
ら

あ
り
、
１
９
０
３
年
に
は
村
井
弦
斎
が
小
説

「
食
道
楽
」
で
「
知
育
・
徳
育
・
体
育
よ
り

も
食
育
が
先
」
と
書
い
て
お
り
、
重
要
な
教

え
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
食
育
と
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知

識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

間
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　
食
べ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

上
で
の
基
本
で
す
。
し
か
し
、
近
年
、
私
た

ち
の
食
生
活
を
め
ぐ
っ
て
は
、
偏
っ
た
食
生

活
な
ど
生
活
習
慣
の
乱
れ
か
ら
く
る
生
活
習

慣
病
が
増
え
た
り
、
朝
ご
は
ん
を
取
ら
な
い

若
者
が
増
え
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
口
に
す
る
食
べ

物
に
つ
い
て
も
、

調
理
食
品
や
外
国

か
ら
の
輸
入
品
が

増
え
た
り
、
食
の

安
全
や
信
頼
性
に

か
か
わ
る
問
題
が

発
生
す
る
な
ど
、

食
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

〜
６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
〜
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ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　
暑
く
な
り
ま
し
た
ね
！
夏
が
近
づ
く

と
と
も
に
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。韓
国
語
で
は
梅
雨
の
こ
と
を「
チ
ャ

ン
マ(

)

」
と
い
い
ま
す
。
韓
国

の
梅
雨
入
り
は
日
本
よ
り
時
期
が
少
し

遅
い
で
す
。
今
回
は
、
梅
雨
の
時
お
す

す
め
の
韓
国
の
食
べ
物
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
韓
国
で
は
、
雨
の
日
の
食
べ
物
と
言

え
ば
「
チ
ヂ
ミ
」
で
す
！  

な
ぜ
、
雨

の
日
に
チ
ヂ
ミ
を
食
べ
る
の
か
。
い
く

つ
か
理
由
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中

の
一
つ
は
雨
が
地
面
に
ぶ
つ
か
っ
て
出

る
音
と
、
チ
ヂ
ミ
を
焼
く
時
の
音
が
似

て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
雨
の
日
に
は
体
が
冷

え
や
す
い
た
め
、
体
を
温
め
て
く
れ
る

も
の
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で

す
。
チ
ヂ
ミ
の
材
料
と
し
て
よ
く
使
わ

れ
る
ニ
ラ
と
ネ
ギ
は
血
液
循
環
を
良
く

し
て
体
を
温
め
て
く
れ
る
と
い
う
理
由

か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
チ
ヂ
ミ
と
と
も
に
雨
の
日
の

飲
み
物
と
い
え
ば
「
マ
ッ
コ
リ
」
で
す
。

庶
民
の
お
酒
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

韓
国
の
伝
統
酒
マ
ッ
コ
リ
は
、
チ
ヂ
ミ

と
の
相
性
が
良
い
と
言
わ
れ
、
昔
か
ら

雨
の
日
に
は
チ
ヂ
ミ
と
マ
ッ
コ
リ
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
雨
の
日
に
「
チ
ヂ
ミ
と

マ
ッ
コ
リ
」
を
、
ぜ
ひ
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
！

（
第
13
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎（
８
６
）０
２
０
０

　
６
月
に
入
り
、
田
植
え
が
済
ん
だ
田
ん

ぼ
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
こ
の
田
植
え
に
関
係
す
る

郷
土
芸
能
「
百
木
（
も
も
き
）
さ
な
ぶ
り
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
湯
浦
の
米
田
区
に
あ
る
百
木
地
区
で

は
、
田
植
え
の
慰
労
と
豊
作
を
祈
願
す
る

た
め
に
「
さ
な
ぶ
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
語
源
に
は
諸
説
あ
り
、「
さ
」
と
は

田
植
え
を
見
守
っ
て
い
た
神
様
の
こ
と

で
、
無
事
に
田
植
え
と
神
事
が
終
わ
り
、

神
様
が
山
に
帰
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る

「
さ
の
ぼ
り
」
が
転
じ
た
と
い
う
説
の
ほ

か
「
早さ

な

ぶ

り

苗
振
り
」「
早さ
な
ぶ
り

苗
饗
」
と
書
か
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
な
ぶ
り
の

日
は
、
ま
ず
神
社

に
参
拝
し
、
地
区

の
入
口
に
厄
除

け
の
し
め
縄
を

張
り
ま
す
。
そ
の

後
、
公
民
館
で
直

会
（
な
お
ら
い
）

を
行
い
、
場
が

盛
り
上
が
っ
て

き
た
頃
合
い
を

み
て
、鉦
（
か
ね
）

芦
北
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

昭
和
55
年
７
月
１
日
指
定

を
合
図
に
二
人

の
男
が
ゴ
ザ
を

被
っ
て
牛
に
扮

（
ふ
ん
）
し
、
鋤

使
い
と
の
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
動
作

で
田
起
こ
し
の

し
ぐ
さ
を
し
な

が
ら
回
り
ま
す
。

次
に
代
掻
き
、

代
押
し
、
苗
配

り
と
進
み
、
最

後
に
田
植
え
歌

で
早
乙
女
に
よ

る
模
擬
田
植
え
が
行
わ
れ
て
終
了
し
ま

す
。

　
百
木
さ
な
ぶ
り
の
始
ま
り
は
、
大
正
２

（
１
９
１
３
）
年
に
田
植
え
の
共
同
作
業

化
や
地
区
の
親
睦
な
ど
を
目
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。
元
々
は
４
〜
５
軒
ご
と
に
行
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
１
か
所

に
ま
と
め
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
住

民
自
ら
が
農
事
を
芸
能
化
し
て
神
様
に
奉

納
す
る
風
習
は
、
県
内
で
も
珍
し
い
も
の

で
す
。昭
和
50
年
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、

昨
年
は
１
０
０
回
記
念
行
事
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
６
月
30
日
に
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
町
外
か
ら
も
注
目
さ

れ
て
い
る
百
木
さ
な
ぶ
り
を
一
度
見
学
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

＊
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
生
涯
学
習
課
　
文
化
振
興
係
　

　
☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

《材料（４人前）》
◎ニラ：1 把 （4cmくらいにカット）
◎玉ねぎ、にんじん：１/２個 （千切り）
◎シーフードミックス（あさり、いか、
えび など）：100g　◎卵：１個 　
◎小麦粉：300g　   ◎塩：小さじ１　
◎水 :200 ～ 250cc　◎サラダ油：適量
《作り方》
❶  野菜を下ごしらえしておく
❷  小麦粉に卵と水を入れてかきまぜる
❸  ❷にニラ、玉ねぎ、にんじん、シーフー
　ドミックス、塩を入れてよくかきまぜる
❹  フライパンにサラダ油をひいて、熱
　くなったら❸を入れて薄く広げて、中
　火で両面をこんがりと焼く
❺  きつね色に焼き上がったチヂミを食
　べやすいサイズに切り、お皿に盛り合
　わせる
◎タレ作り：小皿に醤油、酢を適量注ぎ
いれゴマ油と唐辛子の粉を少々いれる

▶
牛
に
扮ふ
ん

す
る
住
民

◀
早
乙
女
に
よ
る

　
　
　
　
　
模
擬
田
植
え

すくすく
         育っています

１歳６カ月児健診（５月 17・24 日実施）
を受けた人を掲載しています。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

①
家
族
で
楽
し
く
食
卓
を
囲
む

②
１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る

③
自
分
の
食
事
を
チ
ェ
ッ
ク
し
栄
養
の
バ
ラ

　ン
ス
を
取
る
よ
う
に
気
を
付
け
る

④
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
い
た
だ
き
ま

　す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
あ
い
さ
つ
を

　す
る

⑤
箸
の
持
ち
方
、
食
器
の
並
べ
方
を
身
に
付

　け
る

⑥
野
菜
を
栽
培
し
料
理
す
る

⑦
買
い
物
の
と
き
、
新
鮮
で
安
心
で
き
る
食

　材
選
び
を
身
に
付
け
る

　
以
上
の
こ
と
も
食
育
で
す
。
い
っ
た
ん
身

に
付
け
た
食
生
活
を
大
人
に
な
っ
て
か
ら
変

え
る
の
は
困
難
な
こ
と
で
す
。
幼
少
の
頃
か

ら
望
ま
し
い
食
生
活
を
身
に
付
け
、
自
ら
も

食
品
選
び
や
食
事
作
り
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
く
こ
と
は
、
生
活
す
る
力
、
す
な
わ
ち

「
生
き
て
い
く
力
」
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
世
代
に
応
じ
た
食
育
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
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お 知 ら せ

　

　
田浦子育て支援センター  ７月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利
用できます。一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日～金曜日
　午前９時30分～正午　午後２時45分～５時15分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

お 知 ら せ

  5日（金）　シャボン玉遊び
12日（金）　おやつ作りをしよう
17日（水）　プール開き  
19日（金）　スイカ割り
25日（木）　身体測定、誕生会

　
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒

者
試
験
）
と
一
般
職
試
験
（
社
会
人
試
験

（
係
員
級
））、
税
務
職
員
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
６
月
24
日
㈪
〜
７
月
３
日
㈬

○
郵
送
・
持
参

　
６
月
24
日
㈪
〜
６
月
28
日
㈮

▼
第
１
次
試
験
日
　
９
月
８
日
㈰

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
九
州
事
務
局

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

　

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第
２
学

期（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

◆
出
願
期
間
　

　
　
　
６
月
15
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈯

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
放
送

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

「老いへの『身辺整理』」

「空飛ぶ広報室」
有川  浩 著（幻冬舎）

斎藤  茂太  著　（新講社）

事故により戦闘機パイロットとして
の道を絶たれた空井大祐が配属され
たのは広報室だった…。現在放送中
のテレビドラマ原作。

日本の歴史をオールカラーのまん
がで紹介。学校の勉強や受験に役
立つ解説ページも充実。全 10 巻

日常生活を構成するひとつひとつ
に自分なりの「ケジメ」をつけ身
辺を少しずつ整理する̶。
「ハッピーエンド」を迎える準備に
ついてやさしく説く。

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

「学研まんが
　　　NEW日本の歴史」
大石  学  総監修（学研教育出版）

BOOK
おすすめ図書紹介

芦
北
町
立
図
書
館

　旧芦北町全域で行ってきた地籍調査事業が平成 26年度で完了します。平成 27年度からの固定資
産税については、地籍調査後の新地積（登記面積）で課税することになります。これにあわせて、家
屋の全棟調査を実施しますので、町民の皆さまのご協力をお願いします。
●家屋全棟調査とは？
　町内にある全ての家屋を調査し、家屋課税台帳に登録してある事項（所在・種類・構造・床面積な
ど）と比較し、増改築や未調査による課税漏れ、または、取り壊しなどがないかを確認するものです。
１．調査期間　平成 25年度から平成 26年度にかけて全町を調査する予定です。
２．調査方法（外観調査）　調査員は身分証を携帯し、腕章を着用しています。
・町から委託を受けた調査員が家屋の課税台帳や図面と実際の家屋を照らし合わせて外観確認します。
・原則として、公道からの外観目視で調査しますが、確認のため敷地内に入ったり所有者をお尋ねし
たりすることもありますのでご協力をお願いします。※課税されていない家屋が確認されたときは、
町の職員が後日あらためて調査に伺う場合もあります。

＊問い合わせ先
　税務課　固定資産税係
　☎ （８２）２５１１
　　　　　　(内線１２４・１２５)　

　放
送
大
学
10
月
生
募
集

平
成
25
年
度

　国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
職
場
開
拓
と
職
業

相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
き
が

い
を
持
っ
て
健
康
で
明
る
く
過
ご
し
て
い

た
だ
き
、
長
年
培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経

験
を
社
会
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
　
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

▼
時
間
　
　
午
後
１
時
か
ら
４
時
　

▼
場
所
　
　
芦
北
地
域
振
興
局
　
福
祉
課

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

　
芦
北
相
談
所
☎（
８
２
）５
３
１
０

高
齢
者
の
た
め
の

　
　
　無
料
職
業
紹
介
所

若
い
人
の
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す

　
芦
北
地
域
振
興
局
１
階
に
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
・
芦
北
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
就
職
に
関
す
る
事
に
つ
い
て
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

▼
対
象
者
　
お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人
ま

た
は
そ
の
保
護
者
、
学
校
の
進
路
指
導
担

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

▼
日
時
　
７
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

▼
講
師
　
小
浦
誠
吾
氏

　
　
　
　
　（
九
州
保
健
福
祉
大
学
教
授
）

▼
テ
ー
マ
「
い
い
と
こ
ど
り
の

　
　
　
　
　
　
介
護
園
芸
療
法
の
魅
力
」

▼
内
容
　
関
わ
る
全
て
の
人
々
を
幸
福
に

す
る
作
業
療
法
の
考
え
方
に
よ
る
、
介
護

園
芸
療
法
に
つ
い
て

▼
対
象
　
医
療
・
福
祉
に
関
わ
る
人

　
　
　
　
介
護
に
携
わ
る
人

▼
定
員
　
２
０
０
人
　
▼
参
加
費
　
無
料

▼
会
場
　
水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法
　
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
①
氏
名
②
年
代
③
職
業
④
勤
務
先
を
明

記
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　
７
月
５
日
㈮

＊
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎（
６
３
）３
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
６
１
）１
１
４
５

　
Ｅ
メ
ー
ル
　riha@

nim
d.go.jp

　
　介
助
技
術
講
習
会

　社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　展
示
室
案
内

　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
で
は
、

自
主
講
座
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
翠
流
会
に
よ
る
水
墨
画
】

▼
期
間
　
６
月
29
日
㈯
〜
７
月
30
日
㈫

＊
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
８
２
）
２
２
１
３

　
町
で
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
体
や
心

の
機
能
の
低
下
を
発
見
し
、
早
め
に
介
護

予
防
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
「
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
質
問
に
回
答
い
た
だ

く
こ
と
で
心
身
の
状
態
を
確
認
し
、
介
護

予
防
教
室
の
紹
介
や
相
談
窓
口
の
案
内
な

ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
65
歳
に
な
る
人
（
要
介
護
認

定
者
を
除
く
）

※
今
回
の
対
象
者
（
昭
和
23
年
４
月
２
日

〜
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）
に
は
６
月
中

に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
生
活
課
　
介
護
保
険
係

　
☎（
８
２
）２
５
１
１（
内
線
１
４
６
）

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
８
６
）２
２
７
０

　介
護
予
防
の
た
め
の

　
　「基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

当
の
先
生

▼
相
談
時
間
（
予
約
制
）

月
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

（
木
曜
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
　

▼
内
容
　
就
職
に
関
す
る
相
談
、
職
業
適

正
診
断
、
求
人
情
報
提
供
、
出
前
相
談
な

ど＊
問
い
合
わ
せ
先

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
芦
北
ブ
ラ
ン
チ

　
☎（
８
２
）３
１
２
３

▼
願
書
受
付
期
限
　
６
月
21
日
㈮
ま
で
　

▼
願
書
提
出
先
　
水
俣
保
健
所

▼
試
験
の
種
類
　
⑴
一
般
毒
物
劇
物

　
　
　
　
　
　
　
⑵
農
業
用
品
目

　
　
　
　
　
　
　
⑶
特
定
品
目

▼
試
験
日
時
　
８
月
６
日
㈫
午
前
10
時

▼
場
所
　
国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
水
俣
保
健
所 

　
衛
生
環
境
課

　
☎（
６
３
）４
１
０
４

　毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

　お　願　い　
家屋を取り壊したり、新増築した
場合は、速やかに税務課までご連
絡ください。（家屋の新築・構造変
更などの登記を依頼されている場
合は連絡の必要はありません。）
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【
町
民
講
座
】

　【
田
浦
短
歌
会
】

　
な
ん
と
な
く
部
屋
に
床
し
き
壺
の
あ
り
水
深
々
と
野
草
を
押
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
良
子

　
新
芽
萌も

ゆ
る
甘
夏
畑
の
間

あ
わ
い
よ
り
真
白
き
花
の
匂
い
た
ち
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
　
陵
子

　
住
み
つ
き
し
猫
の
親
子
は
餌え

を
欲
り
て
媚こ

び
つ
つ
わ
れ
に
ま
と
わ
り
つ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
走
　
チ
ミ

　
廃
園
に
植
え
し
杉
苗
無
惨
に
も
鹿
に
荒
ら
さ
れ
ま
さ
び
し
く
い
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
キ
ミ
子

　
廃
園
の
み
か
ん
た
わ
わ
に
実
を
つ
け
し
ま
ま
に
花
咲
き
し
き
り
と
匂
う
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
忠
子

　【
芦
北
短
歌
会
】

　
蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
病わ
く
ら
ば葉
一
枚
が
風
に
吹
か
れ
て
ワ
ル
ツ
を
踊
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
良
　
佑
子

　
丹
念
に
ピ
ア
ノ
調
律
終
わ
り
た
る
青
年
が
弾
く
革
命
の
曲
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
嶋
　
良
子

　
岩
肌
も
風
倒
木
も
苔
む
し
て
降
り
く
る
光
に
緑
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
頭
　
圭
子

　
朝
一
番
透
き
と
お
り
た
る
温
泉
に
入
り
て
米
寿
の
一
日
始
ま
る
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
島
　
住
子

　
仏
壇
に
飾
る
黄
の
花
小
松
菜
の
茎
ず
ん
ず
ん
と
な
お
伸
び
や
ま
ず
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
本
　
史
子

芦
北
警
察
署

芦
北
消
防
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
原
　
勝
子

編
　
集
　
後
　
記

▼
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し

50
キ
ロ
を
走
っ
て
き
ま
し
た
。
無

謀
に
も
練
習
無
し
の
ぶ
っ
つ
け
本

番
。
制
限
時
間
い
っ
ぱ
い
で
な
ん

と
か
完
走
で
き
た
の
も
、
応
援
し

て
く
れ
た
沿
道
の
人
た
ち
が
い
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
▼

「
制
限
時
間
に
間
に
合
う
だ
ろ
う

か
」
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
、
校

了
す
る
ま
で
諦
め
ず
に
走
り
続
け

る
広
報
紙
作
り
も
ど
こ
か
似
て
い

ま
す
。
▼
激
し
い
筋
肉
痛
に
襲
わ

れ
な
が
ら
の
取
材
・
編
集
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
月
号
も
何
と
か
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
取

材
先
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
上
野
）

１９，３１１ 人
　９，０５１人
１０，２６０人
７，１３１人

７，５５７世帯   

人　口
男
女

65 歳以上
世   帯   数

人口の動き
　　　　（H25.6.1現在）　（　）内は前月比

（－４３）
（－１８）
（－２５）
　（ー７）
　（－８）

通
報
は
、
あ
せ
ら
ず
正
確
に
！

●
火
災
の
場
合

①
発
生
場
所
の
住
所
を
正
確
に

　（
○
○
町
○
番
地
○
号
、
付
近
に

　
あ
る
目
標
と
し
や
す
い
お
店
や
病

　
院
な
ど
）

②
何
が
燃
え
て
い
る
か

　（
例
：
１
階
台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ

　
が
燃
え
て
い
ま
す
！
）

③
逃
げ
遅
れ
、
け
が
人
の
有
無

④
通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号

●
救
急
の
場
合

①
発
生
場
所
の
住
所
を
正
確
に

　（
○
○
町
○
番
地
○
号
、
付
近
に

　
あ
る
目
標
と
し
や
す
い
お
店
や
病

　
院
な
ど
）

②
状
況
を
具
体
的
に
伝
え
る

　（
意
識
・
呼
吸
の
有
無
な
ど
）

③
傷
病
者
の
か
か
り
つ
け
の
病
院

④
通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号

　
水
俣
芦
北
消
防
本
部
管
内
で
の

１
１
９
通
報
は
、
救
急
要
請
の
増
加

に
よ
り
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
消
防
署
で
は
、
１
１
９
通
報
を
受

け
る
と
、
直
ち
に
準
備
を
行
い
出
動

し
て
い
ま
す
が
、
通
報
を
受
け
て
か

ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
全
国
平

均
で
約
７
分
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
消
防
署
か
ら
離
れ
た

地
域
に
な
る
と
約
20
〜
30
分
か
か
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
現
場
に
１
分
で
も
早
く
到
着

し
、
迅
速
な
消
火
、
的
確
な
処
置

を
行
う
た
め
、
正
確
な
情
報
を                                                                                                                                                

伝
え
て
く
だ
さ
い
。     

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

吉田　幸
こうしろう

四郎　  ２. １５　　男　　佳　　　   芦北
滿田　悠

ゆうと

斗　　  ４. ２４　　男　　佳久　　   田浦２
滿田　悠

ゆづき

月　　  ４. ２４　　女　　佳久　　   田浦２
井川　真

ま き

希　　  ４. ２５　　女　　征一　　   小田浦３
福山　伊

いおり

織　　  ４. ２６　　男　　英治　　   湯浦北
白樫　和

かずまさ

政　　  ５.　 ８　　男　　辰也　　   國見
田中　友

ともひろ

浩　　  ５. １３　　男　　紀久　　   海浦２
宮島　苺

いちか

愛　　  ５. １４　　女　　武志　　   湯南団地
吉永　朝

あさひ

陽　　  ５. １４　　男　　健太　　   花岡西
宮尾　理

り く

玖　　  ５. １４　　男　　周二郎　   道川内西
浦上　泰

たいと

都　　  ５. １５　　男　　敏　　　   田浦町３
山本　惟

いおり

織　　  ５. １５　　男　　賢太朗　   乙千屋
松原　和

かずき

葵　　  ５. ２２　　男　　孝樹　　   道川内西
鎌木　省

しょうご

伍　　  ５. ２３　　男　　信一　　   花岡西
平井　晃

こうたろう

太郎　  ５. ２５　　男　　邦彦　　   宮崎

お誕生おめでとう
H25.5.1 ～ 5.31 受付分（敬称略）受付件数 15 件

※町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課秘書広
　報係までご連絡ください。

ご冥福をお祈りします
　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　   区　
内田　ハルヱ　　 ５.　 １　　　９３　　　大川内東
一期崎　靖雄　　 ５.　 １　　　７０　　　高岡北
小﨑　ミユキ　　 ５.　 ３　　　８７　　　湯浦東
馬場添　義隆　　 ５.　 ３　　　７８　　　黒岩
田端　シメ　　　 ５.　 ６　　　９０　　　米田
山口　れい子　　 ５.　 ７　　　８０　　　湯浦南
宮本　ツネモ　　 ５.　 ８　　　８８　　　米田
赤坂　徳満　　　 ５.　 ９　　　５１　　　高岡北
木村　忠義　　　 ５.　 ９　　　８６　　　井牟田１
峯本　カズエ　　 ５. １１　　　８９　　　花岡西
福浦　千保子　　 ５. １１　　　５８　　　福浦
川上　末作　　　 ５. １１　　　９２　　　宮浦
坂本　玉子　　　 ５. １２　　　８６　　　新町
馬場　澄子　　　 ５. １３　　　９２　　　宮崎
福井　朝子　　　 ５. １５　　　６６　　　田浦町１
小堀　喜悦　　　 ５. １６　　　８３　　　小田浦２
池田　巽　　　　 ５. １６　　　９４　　　古石北
橋本　次義　　　 ５. １６　　　８８　　　箙瀬
生島　國夫　　　 ５. １６　　　７３　　　計石西
松田　ナツモ　　 ５. １８　　　７８　　　内木場
長木　ミチ子　　 ５. １８　　　９０　　　天月
福山　一美　　　 ５. １９　　　５３　　　福浦
竹原　冨子　　　 ５. ２５　　　９４　　　田浦町３
佐藤　侯子　　　 ５. ２５　　　７８　　　大川内南
宮川　次則　　　 ５. ２５　　　９２　　　大岩一
下山　ハナエ　　 ５. ２６　　　９６　　　小田浦２
村上　一幸　　　 ５. ２６　　　６８　　　大川内東
大矢　満義　　　 ５. ２７　　　８４　　　福浦
橋本　正治　　　 ５. ２７　　　８７　　　黒岩
鬼　　キリエ　　 ５. ３０　　　８９　　　田浦町２

H25.5.1 ～ 5.31 受付分（敬称略）受付件数 34 件

※本町窓口に届け出た人で、掲載の承諾を得た人を掲載しています。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
情
報
多
額
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す

　
県
内
で
、
被
害
者
の
携
帯
電
話
に

会
員
を
名
乗
る
男
か
ら
、

「
当
社
の
会
員
に
な
れ
ば
パ
チ
ン
コ

攻
略
法
を
教
え
ま
す
」

「
会
員
に
な
る
た
め
に
は
登
録
料
が

必
要
で
す
」

「
大
当
た
り
さ
せ
る
た
め
に
は
攻
略

の
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
」

な
ど
と
い
っ
た
内
容
の
電
話
が
か
か

り
、
合
計
２
２
０
万
円
を
だ
ま
し
取

ら
れ
る
パ
チ
ン
コ
攻
略
法
に
絡
む
多

額
詐
欺
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
パ
チ
ン
コ
攻
略
法
以
外
に
も
「
競

　
振
り
込
め
詐
欺
の
形
態
が
、
従
来

の
現
金
を
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
せ

る
方
法
か
ら
、
現
金
を
手
渡
し
で
受

け
取
っ
た
り
、
封
筒
に
現
金
を
入
れ

て
配
送
さ
せ
る
な
ど
の
新
た
な
方
法

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、警
視
庁
で
は
「
振
り
込
め
詐
欺
」

に
変
わ
る
新
た
な
名
前
を
募
集
し
、

「
母
さ
ん
、
助
け
て
詐
欺
」
を
最
優

秀
作
品
に
選
び
ま
し
た
。

　
自
宅
に
「
母
さ
ん
、
助
け
て
」
な

ど
と
電
話
が
あ
り
、
お
金
を
会
社
の

同
僚
が
取
り
に
来
る
の
で
渡
し
て
く

れ
」「
お
金
を
封
筒
に
入
れ
て
配
送

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
頼
ま
れ
た
場

合
は
、
家
族
や
警
察
に
連
絡
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

馬
情
報
」「
ロ
ト
６
」
な
ど
の
ギ
ャ

ン
ブ
ル
に
関
す
る
詐
欺
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
十
分
な
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
母
さ
ん
、
助
け
て
詐
欺
」に
注
意
！

攻略法教え
ます！

登録料が必
要です！
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　N
o.102

（
再
生
紙
使
用
）

　

　
芦
北
町
商
工
会
で
は
、
生
活
者
支
援
を
目
的
と
し
た
総
額
１
億
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
「
１
割
も
う
か

る
券
」
を
７
月
１
日
㈪
か
ら
発
売
し
ま
す
。
町
内
の
商
工
会
会
員
事
業
所
の
ほ
と
ん
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
＊
問
い
合
わ
せ
先
　
芦
北
町
商
工
会
　
本
所
　
☎（
８
２
）２
５
４
８
　
田
浦
支
所
　
☎（
８
７
）０
１
５
７

　　　　　　　　　が発売されます

プラス もう１枚

食事

家の修理理美容

車検クリーニング

e t c .

家電製品

居酒屋
花

酒
食品ファッション

ガソリン

　商工会会員事業所の
ほとんどでご利用できます

!
なんと

　
もうかる
1,000円

 
芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

◇
「
た
だ
ひ
と
つ
、
必
要
な
も
の
展
」

　
○
期
間
　
　
　
７
月
７
日
㈰
ま
で

　
○
休
館
日
　
　
第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
○
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先
　

　
星
野
富
弘
美
術
館

　
☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　『
命
よ
り
大
切
な
も
の
っ
て
な
ん
で
す
か
』
と
、

お
客
様
か
ら
質
問
さ
れ
ま
す
。
そ
の
度
に
、
ス
タ
ッ

フ
と
お
客
様
と
星
野
さ
ん
作
品
の
３
者
で
の
問
答
が

始
ま
る
の
で
す
。曇
り
が
ち
な
空
の
多
い
月
で
す
が
、

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲「いのち」1986 年

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
作
品
が
湯
浦
地
区
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。


